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令
和
２
年
11
月
20
日
㈮
、
東
京
都
の
全

国
商
工
会
連
合
会
の
会
長
応
接
室
に
お
い

て
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
商
工
会
法

施
行
60
周
年
記
念
特
別
事
業
と
し
て
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
競
技
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
あ
る
成
田
真
由
美
さ
ん
を
招
い
て
﹃
成

田
真
由
美
さ
ん
×
石
川
副
会
長　

特
別
対

談
﹄
を
行
い
ま
し
た
。

　

成
田
真
由
美
さ
ん
に
は
、
本
来
、
令
和

２
年
10
月
17
日
㈯
に
開
催
す
る
は
ず
で

あ
っ
た
商
工
会
施
行
60
周
年
記
念
商
工
会

広
島
県
大
会
に
て
﹃
記
念
講
演
﹄
と
し
て

ご
自
身
の
体
験
談
を
ベ
ー
ス
と
し
、
人

生
・
自
己
改
革
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ

く
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
記
念
大
会
は
や

む
な
く
中
止
と
し
、﹃
記
念
講
演
﹄
開
催

も
不
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
状

況
か
ら
企
画
委
員
会
で
あ
る
総
務
委
員
会

で
何
と
か
成
田
真
由
美
さ
ん
の
強
い
思
い

を
﹃
記
録
﹄
と
﹃
記
憶
﹄
に
残
し
た
い
と

い
う
、
総
意
に
よ
り
代
替
案
と
し
て
こ
の

特
別
対
談
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。
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引
す
る
と
と
も
に
、
同
期
間
の
２
年
間
及

び
平
成
24
年
５
月
か
ら
今
日
現
在
ま
で
、

県
連
の
理
事
と
し
て
県
内
商
工
事
業
者
支

援
事
業
の
充
実
並
び
に
商
工
会
運
営
の
安

定
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
長
を
務
め
る
安
芸
太
田
町
商

工
会
に
お
い
て
は
、
地
域
の
振
興
に
重
点

を
置
き
、
特
に
郷
土
芸
能
の
伝
承
に
注
力

さ
れ
、
令
和
元
年
で
第
40
回
を
迎
え
た
中

国
地
方
選
抜
神
楽
競
演
大
会
の
毎
年
の
開

催
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26

年
に
は
、
町
内
商
工
事
業
者
が
高
齢
化
等

に
よ
り
減
少
す
る
状
況
に
対
し
、
新
規
創

業
や
事
業
承
継
を
支
援
す
る
補
助
金
の
制

定
を
実
現
し
、
地
域
経
済
並
び
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
商
工
会
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
褒
章
伝
達
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
令
和
２
年

11
月
18
日
に
広
島
県
庁
に
お
い
て
、
広
島

県
商
工
労
働
局
長
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

対談する成田真由美氏と石川副会長
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組
織
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
等
、
活
発

な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
座
談
会
の
内
容
は
、
令
和
３
年

３
月
発
刊
の
「
商
工
会
法
施
行
60
周
年
記

念
誌
」
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

㈱近畿日本ツーリスト中国四国　広島支店

広島市中区立町１番２４号（有信ビル７階）
電話（０８２）２２１-６１１２
FAX（０８２）２２１-７０３９

座談会メンバー、左から井上職協会長、作田県女性連会長、
熊高会長、松山県青連会長、石井専務理事

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
県
連
・
副
会
長
並

び
に
総
務
委
員
長
で
あ
る
石
川
副
会
長
。

商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
商
工
会
広
島

県
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
︿
「
原

点
・
挑
戦
・
夢
・
実
現
」
~
さ
あ
、
も
う

一
歩
前
へ
！
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
~
﹀
を

具
現
化
す
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
た
め
、

﹃
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
﹄
﹃
人
間
の
持
っ

て
い
る
可
能
性
﹄
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
展
開
。
成
田
真
由
美
さ
ん
か
ら

様
々
な
﹃
思
い
﹄
を
引
き
出
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

成
田
真
由
美
さ
ん
は
自
身
の
生
い
立
ち

か
ら
、
下
半
身
麻
痺
と
な
る
ま
で
、
ま
た
、

そ
こ
か
ら
、水
泳
を
始
め
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
赤
裸
々
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ご
自
身
の
原
動
力
や
挑
戦
す
る
に
は

﹃
夢
と
目
標
﹄
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
成
田
真
由
美
さ
ん

ご
自
身
も
、「
令
和
３
年
に
延
期
と
な
っ

た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
向
け
て
、
日
々
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た
﹃
夢
と

目
標
﹄
を
持
つ
こ
と
で
パ
ワ
ー
が
湧
い
て

く
る
。」
と
、
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
ダ
メ
だ
と
思
う
の
は
自
分
自

身
。
や
る
ぞ
と
思
う
の
も
自
分
自
身
。
誰

も
が
、
あ
あ
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し

た
く
な
い
は
す
で
あ
る
。
や
る
ぞ
！
と
い

う
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
先
を
向
き

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。ま
た
、

人
に
は
優
し
く
接
し
て
悩
み
を
聞
い
て
あ

げ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。そ
う
し
た
ら
、

自
分
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
な
お
す
こ
と

に
つ
な
が
る
。」
と
、
我
々
商
工
会
会
員

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
対

　

令
和
２
年
12
月
11
日
㈮
、E

N
G

A
W

A
（
広
島
市
南
区
）
に
お
い
て
、
商
工
会
法

施
行
60
周
年
を
記
念
し
、
商
工
会
組
織
の

各
リ
ー
ダ
ー
が
商
工
会
の
半
世
紀
以
上
に

わ
た
る
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
将

来
の
商
工
会
像
に
つ
い
て
語
ら
う
「
商
工

会
法
施
行
60
周
年
記
念
座
談
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
商
工
会
を
代
表
し
て
広
島
県

商
工
会
連
合
会
よ
り
熊
高
会
長
、
将
来
の

担
い
手
で
あ
る
青
年
部
を
代
表
し
て
広
島

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
よ
り
松
山
会

長
、
企
業
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
女

性
部
を
代
表
し
て
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
よ
り
作
田
会
長
、
事
業
者
を
支
援

す
る
職
員
を
代
表
し
て
広
島
県
職
員
協
議

会
よ
り
井
上
会
長
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

集
し
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
石
井
専
務

理
事
が
司
会
を
務
め
る
な
か
、「
今
と
未

来
を
語
る
本
音
ト
ー
ク
で
徹
底
解
明
」
と

題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
商
工
会
の

歴
史
、
現
在
の
商
工
会
組
織
の
意
義
や
課

題
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
10
年
後
の
商
工
会

談
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
特
別
対
談
は
令
和
３
年

３
月
発
刊
予
定
の
商
工
会
法
施
行
60
周
年

記
念
誌
に
お
い
て
、
よ
り
詳
し
い
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
の
掲
載
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

『
商
工
会
法
施
行

  

60
周
年
記
念

　
　
　
　座
談
会
』

『
商
工
会
法
施
行

  

60
周
年
記
念

　
　
　
　座
談
会
』開　催

座談会風景
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広島県内34商工会　新型コロナウイルスに係る経営相談状況（2020年11月30日現在）

新型コロナウイルス感染症対策における広島県内商工会の経営支援状況

　　全体　31,470件

資金繰り相談
5,382
17.1%

持続化
給付金
4,280
13.6%

製造業
15.9％

その他
18.1％

建設業
8.2％

卸売業
1.7％

理美容業
3.0％

サービス業
8.7％

貨物運輸業
1.0％

旅客運輸業
1.7％

娯楽業
0.7％

小売業
16.8％

飲食業
22.2％

宿泊業
2.0％

設備投資・
販路開拓支援
5,853
18.6%

雇用関連支援
1,983
6.3%

その他
6,514
20.7%

コロナ事業
（市町）
3,965
12.6％

コロナ事業（県）
378
1.2％

コロナ事業（国）
2,706
8.6％

支援金（市町）
346
1.1％

支援金（県）
63
0.2％

31,470
件

30,906
件

※業種別については、データの一部に業種が登録されて
　いないものもあるため、全体件数とは一致しない。

相談件数

相談内容（内訳） 業種別相談受付状況
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本
年
10
月
か
ら
11
月
の
期
間
中
、
各
地

域
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、
県
内
６
か
所

で
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
広
島
県
商
工
会
連
合
会

プ
ラ
ン
２
０
２
０
（
以
下
、
県
連
プ
ラ
ン

２
０
２
０
）」
と
「
受
託
事
業
・
地
域
振

興
事
業
評
価
実
施
要
領
」
の
２
つ
を
テ
ー

マ
と
し
て
、県
内
各
商
工
会
の
正
副
会
長
、

監
事
、
事
務
局
長
等
、
延
べ
１
７
７
名
の

皆
様
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
と
し
て
、
県
連
遠
山
事
務
局
長

よ
り
、「
小
規
模
事
業
者
等
が
商
工
会
の

支
援
を
通
じ
て
経
営
力
を
強
化
し
、
ひ
い

て
は
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す

こ
と
」
を
基
本
方
針
と
し
た
県
連
プ
ラ
ン

２
０
２
０
に
つ
い
て
説
明
。
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
、
今
後
５
年
間
に
実
施
す
る
６

つ
の
重
点
事
業
（
①
経
営
発
達
支
援
事
業

に
よ
る
伴
走
型
支
援
、②
販
路
開
拓
支
援
、

③
事
業
承
継
・
創
業
支
援
、
④
事
業
継
続

力
強
化
支
援
、
⑤
政
策
課
題
対
応
支
援
、

⑥
組
織
力
強
化
）
と
、
４
つ
の
体
制
構
築

策
（
①
チ
ー
ム
型
支
援
、
②
人
材
育
成
、

③
行
政
と
の
連
携
、
④
事
業
見
直
し
）
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
県
連
石
井
専
務
理
事
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、「
受
託
事

業
・
地
域
振
興
事
業
評
価
実
施
要
領
」
を

テ
ー
マ
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
本
要
領
は
、
県
連
プ
ラ
ン

２
０
２
０
に
お
け
る
４
つ
の
体
制
構
築
策

の
う
ち
、「
④
事
業
見
直
し
」
に
つ
い
て

の
具
体
的
手
法
と
な
る
も
の
で
す
が
、
各

商
工
会
で
の
本
要
領
の
運
用
状
況
や
、
運

用
に
よ
る
効
果
、
ま
た
課
題
点
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
商
工
会
に
と
っ
て
、
受
託
事
業

や
地
域
振
興
事
業
は
、
長
期
間
に
亘
り
、

地
域
内
の
関
係
者
等
と
密
接
な
繋
が
り
を

持
ち
な
が
ら
継
続
し
て
き
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
平
成
26
年
の
小
規
模
支
援

法
の
改
正
に
よ
る
経
営
発
達
支
援
事
業
、

ま
た
、
昨
年
度
の
中
小
企
業
強
靭
化
法
に

基
づ
く
事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業
等
、

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
や
果
た
す
べ
き

役
割
（
事
業
）
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
事
業
の
最
適
化
を
図

り
、
経
営
発
達
支
援
事
業
等
に
経
営
資
源

を
集
中
し
て
い
く
環
境
が
整
備
さ
れ
る
よ

う
、
県
連
で
は
今
後
も
本
要
領
の
運
用
支

援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

ブロックディスカッション風景

　

令
和
2
年
11
月
21
日
㈯
、
同
22
日
㈰
、

東
京
都
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
内
に

て
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
２
０
２
０
」

が
、
全
国
か
ら
１
３
２
社
の
事
業
者
が
集

ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
県
か
ら
は

3
事
業
者
が
出
展
し
、
商
工
会
と
県
連
か

ら
3
名
の
経
営
指
導
員
が
現
地
で
事
業
者

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
に
対
す
る
配
慮
か
ら
、
開
会

式
を
行
わ
な
く
、
3
日
間
か
ら
2
日
間
へ

と
期
間
を
短
縮
し
て
開
催
す
る
等
規
模
を

縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「
都
道
府
県

ブ
ー
ス
」、「
酒
ズ
キ
横
丁
（
ご
当
地
缶

詰
・
瓶
詰
コ
ー
ナ
ー
）」、「
ご
当
地
フ
ー

ド
コ
ー
ト
（
広
島
県
か
ら
は
出
展
無
し
）」

の
３
つ
の
フ
ロ
ア
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
者
が
熱
の
こ
も
っ
た
販
売
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

開
催
1
週
間
前
か
ら
、
再
び
東
京
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
兆
候

が
現
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
入
場
者
数
は
当

初
の
想
定
（
10
万
人
）
を
大
幅
に
下
回
る

１
・
５
万
人
程
度
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

事
業
者
か
ら
も
「
想
定
よ
り
来
場
者
が
少

な
か
っ
た
」等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
「
売
上
だ
け
で
な
く
、
市
場
調
査

も
目
的
と
し
て
い
た
。
経
営
指
導
員
が
積

極
的
に
動
い
て
く
れ
た
た
め
、
目
標
と
し

て
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
件
数
が
集
ま
っ
た
。

出
展
は
商
工
会
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
が
、

今
後
も
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
の

声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産

展
」
で
は
、
令
和
2
年
11
月
か
ら
令
和
3

年
1
月
末
ま
で
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ

ン
セ
レ
ク
ト
.Ｃ
Ｏ
Ｍ
（https://w

w
w

.
nipponselect.com

/shop/

）」
内
特
設

ペ
ー
ジ
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
全
国
の
商
品
が
気
軽
に
注
文

で
き
る
と
あ
っ
て
、
多
数
の
注
文
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

入
場
者
が
少
な
い
中
で
も
、
事
業
者
は

経
営
指
導
員
と
と
も
に
精
力
的
に
販
売
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
取
組
み
、
販
路
拡
大

に
つ
な
げ
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

『
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

『
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

〜
環
境
変
化
に
対
応
し
た

             
商
工
会
へ
向
け
て
〜

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展

                   

２
０
２
０
」

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展

                   

２
０
２
０
」

開

催

広島県ブースの様子 酒ズキ横丁ブースの様子
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